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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月6日(2013.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　画素アレイ部１３は、行状に配置された複数の走査線ＷＳＬと、列状に配置された複数
の信号線ＤＴＬと、走査線ＷＳＬに沿って行状に配置された複数の電源線ＤＳＬと、信号
線ＤＴＬに沿って列状に配置された複数のゲート線ＧＬとを有している。これらの走査線
ＷＳＬ、信号線ＤＴＬ、電源線ＤＳＬおよびゲート線ＧＬの一端側はそれぞれ、後述する
駆動回路２０に接続されている。また、上記した各画素１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂは、各走
査線ＷＳＬ１および各電源線ＤＳＬと、各信号線ＤＴＬおよび各ゲート線ＧＬとの交差部
に対応して、行列状に配置（マトリクス配置）されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　信号線駆動回路は、制御信号２２Ａに従って（同期して）、映像信号処理回路２１から
入力される映像信号２１Ａに対応するアナログの映像信号を生成し、各信号線ＤＴＬに印
加するものである。具体的には、この映像信号２１Ａに基づく各色用のアナログの映像信
号電圧を、各信号線ＤＴＬに対して個別に印加する。これにより、走査線駆動回路２３に
より選択された画素１１Ｒ，１１Ｂ，１１Ｇに対して、映像信号の書き込みを行うように
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なっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
［表示装置の作用・効果］
（表示動作）
　この表示装置１では、図１および図２に示したように、駆動回路２０が、表示パネル１
０（画素アレイ部１３）内の各画素１１Ｒ，１１Ｂ，１１Ｇに対し、映像信号２０Ａおよ
び同期信号２０Ｂに基づく表示駆動を行う。これにより、各画素１１Ｒ，１１Ｂ，１１Ｇ
における発光部内の有機ＥＬ素子１２へ駆動電流が注入され、正孔と電子とが再結合して
発光が起こる。その結果、表示パネル１０において、映像信号２０Ａに基づく画像表示が
なされる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　具体的には、図２を参照すると、発光部では、以下のようにして映像信号の書き込み動
作（表示動作）が行われる。まず、信号線ＤＴＬの電圧が映像信号電圧となっており、か
つ電源線ＤＳＬの電圧が電圧ＶＨとなっている期間中に、走査線駆動回路２３が、走査線
ＷＳＬの電圧を電圧Ｖoffから電圧Ｖonに上げる。これにより、書き込みトランジスタＴ
ｒ１がオン状態となるため、駆動トランジスタＴｒ２のゲート電位Ｖｇ２が、このときの
信号線ＤＴＬの電圧に対応する映像信号電圧へと上昇する。その結果、保持容量素子Ｃｓ
に対して映像信号電圧が書き込まれ、保持される。なお、このような表示動作の際、ゲー
ト線ＧＬには所定のゲート電位Ｖｇ３（ここでは、ゲート補正電圧Ｖｇ３Ｌまたはゲート
補正電圧Ｖｇ３Ｈ）が常時印加されており、補正用トランジスタＴｒ３がオン状態になっ
ている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　次に、信号線ＤＴＬおよび電源線ＤＳＬの電圧がそれぞれ、映像信号電圧および電圧Ｖ
Ｈのまま保持されている期間中に、走査線駆動回路２３が、走査線ＷＳＬの電圧を電圧Ｖ
onから電圧Ｖoffへと下げる。これにより、書き込みトランジスタＴｒ１がオフ状態とな
るため、駆動トランジスタＴｒ２のゲートがフローティング状態となる。すると、この駆
動トランジスタＴｒ２のゲート－ソース間電圧Ｖｇｓ２が一定に保持された状態で、駆動
トランジスタＴｒ２のドレイン－ソース間に電流Ｉｄｓが流れる。その結果、この駆動ト
ランジスタＴｒ２のソース電位Ｖｓ２が上昇すると共に、駆動トランジスタＴｒ２のゲー
ト電位Ｖｇ２もまた、保持容量素子Ｃｓを介した容量カップリングにより、連動して上昇
する。そして、これにより、有機ＥＬ素子１２のアノード電圧が、この有機ＥＬ素子１２
における閾値電圧Ｖelとカソード電圧Ｖcaとを足し合わせた電圧値（Ｖel＋Ｖca）よりも
大きくなる。よって、有機ＥＬ素子１２のアノード－カソード間には、保持容量素子Ｃｓ
に保持された映像信号電圧、すなわち駆動トランジスタＴｒ２におけるゲート－ソース間
電圧Ｖｇｓ２に応じた電流Ｉｄｓが流れ、有機ＥＬ素子１２が所望の輝度で発光する。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
（第１の実施の形態の特徴的作用）
　これに対して、本実施の形態の表示装置１では、図１および図２に示したように、各画
素１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂの画素回路１４において、電源線ＤＳＬと有機ＥＬ素子１２と
の間の経路上に、駆動トランジスタＴｒ２および補正用トランジスタＴｒ３が互いに直列
接続されて配置されている。具体的には、ここでは電源線ＤＳＬと駆動トランジスタＴｒ
２との間に補正用トランジスタＴｒ３が配置されている。そして、例えば図９（Ａ）に示
したように、ゲート線ＧＬを介して補正用トランジスタＴｒ３のゲートに印加される補正
用ゲート電圧Ｖｇ３が、表示パネル１０内の単位領域ごとに個別に設定されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　したがって、本変形例では例えば図１５（Ｂ）に示したように、表示パネル１０Ａ内に
おいて、移動度μが相対的に大きい画素領域（低電圧設定領域１０ｇＬ）と、移動度μが
相対的に小さい画素領域（高電圧設定領域１０ｇＨ）とが、Ｖ方向に沿って交互に形成さ
れた場合に対応した単位領域設定となっている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
（適用例４）
　図２０は、上記表示装置が適用されるビデオカメラの外観を表したものである。このビ
デオカメラは、例えば、本体部６１０，この本体部６１０の前方側面に設けられた被写体
撮影用のレンズ６２０，撮影時のスタート／ストップスイッチ６３０および表示部６４０
を有している。そして、この表示部６４０が上記表示装置により構成されている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
（適用例５）
　図２１は、上記表示装置が適用される携帯電話機の外観を表したものである。この携帯
電話機は、例えば、上側筐体７１０と下側筐体７２０とを連結部（ヒンジ部）７３０で連
結したものであり、ディスプレイ７４０，サブディスプレイ７５０，ピクチャーライト７
６０およびカメラ７７０を有している。そして、これらのうちのディスプレイ７４０また
はサブディスプレイ７５０が、上記表示装置により構成されている。
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